
建設投資の制約となり得る要因への対応
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資材高騰分を取引価格に転嫁できておらず、工事停滞につながるおそれ。

発注者を含め、サプライチェーン全体で、資材高騰分の価格転嫁を進める。

● 市場実勢に合った見積り、予算に見合った工事内容への見直しを働きかけ。

● 契約書に、価格高騰に伴う代金変更の方法を必ず記載。

● 変更協議の申出には誠実に応ずるよう求める。

建設現場を支える担い手の賃金は大幅に低く、就業条件は大変厳しい。

処遇改善、長時間労働の是正、現場管理の効率化を総合的に進める。

● 適正な労務費の確保と行き渡りを図る新ルールを導入。

● 長時間労働の原因となる無理な工期（工期ダンピング）への対策強化。

● ICTを活用して効率的な現場管理を推進。

● 関係省庁と連携して現場の省人化に取り組む企業を後押しし、必要な投資を促進。
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